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放課後児童クラブ入所申請書 記入例 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※裏面もご参照ください 

（1） 

記入上の注意点 

（1）入所月 

何月から放課後児童クラブ（学童保

育）を利用したいか記載してください。 

※育児休業中の方は、仕事に復帰する

月から利用できます。 

 

（2）登録方法 

通年利用 

保育の必要性があり、月5回を超え

て利用する場合 

 

通年利用（８月を除く） 

保育の必要性があり、月5回を超え

て利用するが、８月は利用しない場合 

 

一時的保育 

月5回以下の利用で良い場合 

 

長期休業中のみ 

保育の必要性があり、長期休業中（夏

休み・冬休み・春休み）のみ利用する

場合 

 

長期一時併用 

学期中は一時的保育、長期休業中は

長期休業中のみで利用する場合 

 

※通年利用の方は、一度も利用しなか

った場合でも利用料がかかります。 

 

※長期休業中のみ、長期一時併用の方

は、長期休業中に一度も利用しなか

った場合でも利用料がかかります。

利用されない場合は、必ず前月中に

変更申請してください。 

 

 

 

 

 

（2） 

（3）減免申請（児童扶養手当・就学援助受給世帯等）、土曜保育（父母、近居の祖父母がすべて土曜日に仕事等があ

る世帯）の希望の有無を選択してください。 

 

（4）小学生の兄弟姉妹 

小学生の兄弟姉妹がいる場合は、「同時に入所申請している（同時期に入所申請している場合）」、「すでに入所し

ている（多くの方は該当しませんが、何らかの理由があって兄弟姉妹で別の月に入所申請する場合）」、「学童保育は

利用していない（兄姉が高学年なので学童保育を利用していない場合等）」の中からあてはまるものに、チェックして

ください。小学生の兄弟姉妹がいない場合は、チェック不要です。 

 

（5）障がい等の有無 

該当する項目すべてにチェックしてください。 

 

（6）同居世帯の状況（本人、父母、祖父母以外を記載） 

本人、父母、祖父母以外の同居する家族がいれば記載して下さい。（例.児童の兄弟、おじ、おば、いとこ等） 

（4） （5） 

（6） 

（3） 
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記入上の注意点 

（6）保護者の就労状況 

父母の氏名、生年月日、勤務先、就

労日数、就労時間、育児休業の有無等

を記載ください。 

 

※育児休業中は、学童を利用できない

ので、仕事に復帰する月から、入所

できるよう申請してください。 

 

※土曜保育を希望される方は、必ず父

母の土曜の就労時間も記載してくださ

い。 

 

（7）祖父母の就労状況 

別居（市外）の場合は、住所まで記

載してください。 

 

同居、別居（市内）の場合は、勤務

先等の情報も記載してください。 

 

祖父母がいらっしゃらない場合は、

不在をチェックしてください。 

 

（8）父母・祖父母が就労以外で利用

する場合の理由 

就労以外の理由で学童を利用したい

場合は、その理由を詳しく記載してく

ださい。 

父母の場合は、診断書・母子健康手

帳の写し等の書類を提出してくださ

い。担当者が書類・面接・電話確認等

で状況を確認し、保育の必要性がある

か審査します。 

（6） 

（7） 

（8） 

★再確認事項（特に注意するポイントなど） 
〇令和３年度から入所申請書の様式を変更しました。この記入例を参考に記載をお願いします。 
 

〇通年利用者で８月に利用されない方が多数いましたので、「通年利用（８月を除く）」を作りました。８月

に利用されない事が分かっている方は、こちらを選択してください。 
 

〇長期一時併用を利用されている方の多くが、実際には長期休業中に利用しておりませんでした。正確な利用

者数を把握するため、長期休業中でも月5回以下の利用で良い場合は一時的保育を選択してください。前年度

と違い、長期一時併用を希望されている方は、利用しなくても長期の利用料がかかるようになり

ますので、長期休業中に利用しなくなった場合は、必ず前月までに一時的保育に変更してください。 
 

〇新型コロナウィルス感染症対策のためにも、父母、近居の祖父母のお仕事が休みの日は、学童保育を利用す

るのではなく、お家で児童を迎えてあげてください。 


